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本書は、お客様の正常な使用状態において万一故
障した場合に、本書記載内容の範囲で無料修理を
行うことをお約束するものです。

1.  お買い上げの日から表記期間中故障が発生した
場合は、商品と本書をご持参の上、お買い上げ
の販売店に修理をご依頼ください。

2.  ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店に
ご相談ください。

3.  ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い
上げの販売店に修理がご依頼できない場合には、
当社テクニカルセンターに直接ご相談ください。

4.  次のような場合には、保証期間内でも有料修理
になります。なお、有料修理の場合の送料はお
客様のご負担となりますので、ご了承ください。
イ .  本書のご提示がない場合
ロ .  使用上の誤り、および不当な修理や改造に
よる故障および損傷

ハ .  お買い上げ後の取付場所の移動、落下、輸
送などによる故障および損傷

ニ .  火災・公害・塩害・ガス害（硫化ガスなど）・
異常電圧・定格外の使用電源（電圧、周波数）
および地震・雷・風水害、その他天災地変
など外部に原因がある故障・損傷

ホ .  一般家庭用以外（例えば業務用、車輌、船
舶への搭載）に使用された場合の故障およ
び損傷

ヘ .  本保証書の所定事項の未記入、あるいは字
句を書き換えられた場合

ト .  消耗品が損耗し、取り替えが必要な場合

5.  本保証書は日本国内においてのみ有効です。
 This warranty is valid only in Japan.

6.  本保証書は再発行いたしませんので大切に保管
してください。

●  この保証書は、本書に記載されている期間、条
件のもとにおいて無料修理をお約束するもので
す。したがってこの保証書によって、お客様の
法律上の権利を制限するものではありません。
保証期間経過後の修理についてご不明の場合
は、お買い上げの販売店または、下記のデロン
ギ・ジャパンテクニカルセンターにお問い合わ
せください。

●  補修用性能部品の保有期間につきましては取扱
説明書「アフターサービスについて」をご覧く
ださい。

お客様にご記入いただいた保証書の写しは、保
証期間内のサービス活動およびその後の安全点
検活動のために、記載内容を利用させていただ
く場合がございますので、ご了承ください。

■  修理メモ

保証書 持 込 修 理ご販売店様へ、※印欄は必ずご記入ください。

製品名： 型式番号：

※お買い上げ日：　　　  年　　  月　　  日 保証期間：お買い上げ日より1年間 保証対象：本体

ご氏名： 様

TEL：

ご住所：〒

※店名・住所・TEL：

印

お
客
様

販
売
店

保証規定

デロンギ・ジャパン株式会社  テクニカルセンター
〒 335-0033　埼玉県戸田市笹目北町 13-13

TEL. 0120-804-280　ホームページ　http://www.delonghi.co.jp
※この取扱説明書に記載されている連絡先の名称、電話番号、所在地、営業時間は変更することがありますのでご了承ください。

デロンギ うす式コーヒーグラインダー KG79J

DGI-160793

デロンギ
うす式コーヒーグラインダー

家庭用
型式番号 KG79J
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細挽き 中挽き 粗挽き ［粒度］

［焙煎度］

浅い

深い
エスプレッソマシン

ドリップコーヒーメーカー

フレンチプレス

パーコレーター

粗挽き～細挽きのコーヒー粉を挽くのに適しています。挽きたての香りをお楽しみください。

このたびは、デロンギ製品をお買い上げいただき、誠にありがとう
ございます。
本製品を正しく安全にお使いいただくために、必ずこの取扱説明書
を最後までお読みください。この取扱説明書は保証書を添付してお
りますので、大切に保管してください。
本書に記載の内容は、改善のため予告なく変更する場合があります。

使いかた各部のなまえ

ホッパーふた

杯数ダイヤル
いれる杯数に合わせて、コー
ヒー豆を挽く量を選びます。 コンテナ

ご使用のときは、コンテナ
ふたを閉め、奥までしっか
りと入れてください。
手前に引くと取り出せます。

コンテナ
ふた

電源スイッチ
ON：点灯
OFF：消灯

粒度ダイヤル
コーヒー豆の挽き具合を
調整します。

電源コード

電源プラグ

① ホッパーにコーヒー豆を入れる
●  「MAX」の線を越える量を入れないでください。
●  コーヒー粉を入れないでください。

②ホッパーふたを閉める
●  しっかりと奥まで閉まっていることを確認してくださ
い。しっかりとふたが閉まっていないと、安全装置が
働いて動作しません。

●  空のコンテナがしっかりと取り付けられていることを
確認してください。

③粒度ダイヤルと、杯数ダイヤルを設定する
●  下表を目安に、お好みの粒度に設定してください。

粗い細かい
 

多い少ない

④電源プラグをコンセントに差し込み、電源スイッチを押す
●  設定した杯数分を挽いた後に、自動的に停止します。
●  運転中に停止したい
ときは、もう一度電
源スイッチを押して
ください。

⑤終わったら電源プラグを抜き、
コンテナからコーヒー粉を取り出す
●  ホッパーに残ったコーヒー豆は、風味が落ちるので早
めに挽ききるようにしてください。

 
注意
●  再度使用するときは必ず 10 分
以上本体を休ませてから使用
してください。（故障の原因）

注意
●  70 秒（定格時間）以上連続
して使用しないでください。

●  コーヒー豆を入れずに空回
しをしないでください。 
（故障の原因）

ホッパー
コーヒー豆を入れます。

最大で「MAX」の線まで

MAX

上部挽き刃
お手入れするときに
はずしてください。

【取り付けかた】
上部挽き刃を戻し、反時計回り
に回して固定する

【取りはずしかた】
時計回りに回し
て（①）、持ち
上げる（②）

①

②

粒度ダイヤル コーヒーメーカーの種類
FINE（細挽き） エスプレッソマシン

↕
ドリップコーヒーメーカーMEDIUM（中挽き）

↕ フレンチプレス
COARSE（粗挽き） パーコレーター

注意
コンテナが空になっていることを確認して
から、スイッチを「ON」にしてください。 
（故障の原因）

【本体底面】
電源コードを巻き取って収納で
きます。

ご使用の際は、電源コードをすべ
て本体から引き出してください。
（火災の原因）

※運転中に粒度ダイヤルを動かさないでください。

●  粒度によって、仕上がりの粉量は変わ
ります。細かいと少なく、粗いと多く
なります。

●  使用前に保護シートや粘着テープをはがしてください。
●  「お手入れ」（7ページ）をお読みの上、各部を洗ってください。

●  本製品は、実際に工場で１台１台コーヒー豆を使った試験を行っ
て出荷されています。試験で使用したコーヒー粉が本体内部や
挽き刃に付着したり、コーヒー臭が残ったりしていることがあ
りますが、ご了承ください。

本体

※ 取り付けら
れていない
と、動作し
ません。
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安全上のご注意
人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。ご使用
の前に、必ずこの「安全上のご注意」を最後までお読みください。

「 死亡または重傷を
負う可能性がある
内容」を示します。

「 軽傷を負う可能性、また
は物的損害が発生する可
能性がある内容」を示し
ます。

指　示

●  定格 15A・交流 100V のコンセ
ントを単独で使う
（火災の原因）

●  電源プラグは根元まで確実に差
し込む
（火災の原因）

取り付けの悪いコンセントは使わ
ないでください。

●  電源プラグやコンセントに付着
しているホコリやゴミは、定期
的に取り除く
（火災の原因）

●  電源プラグをコンセントから抜
くときは、電源コードを持たず
に電源プラグを持つ
（火災・感電の原因）

●  異常・故障時には直ちに使用を
中止する
（火災・感電・やけどの原因）

＜異常・故障例＞
・ 電源プラグ・コードが異常に熱く
なる
・ コードに傷が付いたり、通電しな
かったりする
・異常な音やにおいがする
・本体に破損や変形がある

電源を切り、電源プラグをコンセン
トから抜き、販売店、または当社テ
クニカルセンターへ点検・修理を依
頼してください。

禁　止

●  分解・改造・修理をしない
（火災・感電・やけどの原因）

●  ぬれた手で電源プラグを抜き差し
しない
（感電の原因）

●  次のような場所では使用しない
（火災・けが・感電の原因）

・火気や高温部の近く
・熱いものの上やぬれたものの上
・不安定な場所
・ 屋外、風呂場など水がかかったり、
湿気の多いところ

●  電源プラグ・電源コードを破損さ
せない
（火災・感電の原因）

・ 傷付けたり、延長するなど加工し
たり、加熱したりしない
・ 引っ張ったり、重いものを載せたり、
はさんだりしない
・ 無理に曲げたり、ねじったり、束ね
たりしない

・ 高温部に近づけたり、水につけたり、
水をかけたりしない

電源プラグ・電源コードに破損、変
形などの異常があるときはすぐに使
用を中止し、販売店、または当社テ
クニカルセンターへ点検・交換を依
頼してください。

●  電源コードを収納したまま使用
しない
（火災の原因）

禁　止

●  子供など取り扱いに不慣れな人
だけで使わせたり、乳幼児に手
の届くところで使わない
（火災・感電・やけど・けがの原因）

●  ホッパーの中へ手を入れない
（けがの原因）

禁　止

●  ホッパーに異物を入れない
（けがの原因）
特にお子様にご注意ください。

●  コーヒー豆を挽く以外の用途に
使用しない
（火災・感電の原因）

指　示

●  長時間使わないときは、電源プ
ラグをコンセントから抜く
（火災・感電の原因）

●  ホッパーふたが確実に閉まって
いることを確認してから、電源
スイッチを「ON」にする
（けがの原因）

●  運転中に、ホッパーふたを開けたり、
コンテナを取り出したりしない
（けが・故障の原因）

●  お手入れは、電源プラグをコンセ
ントから抜いて行う
（けがの原因）

禁　止

●  他製品の部品や付属品を組み合
わせて使わない
（火災・感電・けがの原因）

●  運転中に移動させない
（けがの原因）

●  本体に水をかけない
（火災・感電の原因）

・ 水をかけたり、水に浸けたり、水
洗いしたりしない
誤って水をこぼしてしまった場合は
すぐに電源プラグをコンセントから
抜き、当社テクニカルセンターへ相
談してください。

仕様
型式番号 KG79J

電圧／周波数 交流 100V　50 ／ 60Hz

消費電力 110W

定格時間 70 秒

外形寸法（約） 幅 130 ×奥行き 160 ×高さ 260（mm）

質量（約） 1.5kg

ホッパー最大容量 120g

コンテナ最大容量 100g

お手入れ アフターサービスについて
1） 使用中に異常（★）が生じた場合は、ただちに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。
その後、7ページ「故障かな？」を調べても正常に機能しない場合は、お求めの販売店または当社テクニ
カルセンター（下記参照）にご相談ください。

・ 使用中、電源コードおよび電源プラグ、コンセ
ントが異常に熱くなる
・ 本体に水などの液体をこぼした

・電源コード、電源プラグが変形／破損している
・本体に強い衝撃を与えた
・ 取扱説明書どおりに使用しているのに、正常に機
能しない

2） 万一、故障／損傷した場合は
保証書に記載されている販売店に、1. お買い上げ日　2. 製品名と型式番号　3. 故障の状況　を連絡のうえ、
修理を依頼してください。
なお、当社テクニカルセンターにご依頼される場合は、お電話または直接宅配便でお送りください。宅配
便の場合は、必ず故障の状況を記したメモと、保証期間内の場合は、保証書を商品パッケージ（梱包箱）
に同封してください。
※送り先については、事前にお電話あるいはホームページ（下記参照）にてご確認ください。

3） 保証期間中（1年）は、保証書に記載されているものについては、無料で修理いたします。ただし、安全
上および使用上の注意を無視しての故障、規格外に改造をしたものは、その限りではありません。また、
保証期間が過ぎたものについては、有料で修理いたします。

4） 補修用性能部品の保有期間について
当社では、この コーヒーグラインダー の補修用性能部品について、最終輸入日を起点に 5年間保有して
おります。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

5） まごころ点検のおすすめ
 長い期間ご使用いただくために、専門技術者による点検（お預かり）をおすすめし
ます。点検の依頼および料金などにつきましては、当社テクニカルセンターまでお
問い合わせください。
※下の枠内に、ご購入年月日を記入してください。点検の目安になります。

お買い上げ日 年 月 日

6）デロンギ再資源化システムについて
ご不要になった製品は、下記の要領に従い、当社テクニカルセンターまでお送りください。素材ごとに分
別し、再資源化いたします。

送料について： 再資源化の費用は当社が負担いたしますが、送料はお客様のご負担（元
払い）となります。あらかじめご了承ください。

梱包について： 製品の入っていた箱（元箱）に入れてお送りください。元箱がない
場合は、段ボール箱に入れるか、エアーパッキンにくるんでください。

※外箱または送り状に、必ず「再資源化」と明記してください。
※ 送り先については、事前にお電話あるいはホームページ（下記参照）にてご確認ください。

以上、アフターサービスについてご不明の点がございましたら、お求めの販売店または当社テクニカルセン
ターまでお問い合わせください。

デロンギ・ジャパン テクニカルセンター（受付時間：土、日、祝日を除く毎日 9:30 ～ 17:00）

コールセンター TEL. 0120-804-280 ／ FAX. 0120-956-020
〒 335-0033　埼玉県戸田市笹目北町 13-13

ホームページでのお問い合わせ（URL）　http://www.delonghi.co.jp/support

〈★以下のような場合には、点検および修理が必要です〉

●  ベンジン・シンナー・アルコール・研
磨剤・漂白剤は、使わないでください。
（傷が付いたり、変色したりする原因）
●  たわし類・メラミンスポンジは、使わ
ないでください。（傷が付く原因）

●  食器洗い機・食器乾燥機は使わないで
ください。（変形する原因）

ホッパーふた・コンテナ・コンテナふた
1.  台所用中性洗剤を付けたスポンジで洗う
2.  水でよくすすぎ、自然乾燥させる上部挽き刃

1.  本体から取りはずす（3ページ）
2.  やわらかいブラシなどで余分なコー
ヒー粉を取り除く

●  必ずホッパー内のコーヒー豆やコー
ヒー粉を取り除いてから上部挽き刃を
取り付けてください。（故障の原因）

●  挽き刃面に直接触らないでください。 
（けがの原因）

本体内部
1.  本体からコンテナを取り出す
2.  コーヒー粉をやわらかいブラシ、または
かたく絞ったぬれ布巾で取り除く

下部挽き刃に直接触らないでください。 
（けがの原因）

本体
乾いたやわらかい布で拭く

故障かな？
症状 確認すること 対処のしかた

ホッパーふた、
またはコンテナが
取り付けられない

取り付け部にコーヒー豆やコー
ヒー粉が詰まっていませんか？

柔らかいブラシなどで取り除い
てから、取り付けください。

運転しない

電源プラグはコンセントに差し込
まれていますか？

電源プラグをコンセントに差し
込んでください。（4ページ）

ホッパーふたは正しく取り付けら
れていますか？

ホッパーふたをホッパーに正しく
取り付けてください。（4ページ）

コンテナ、コンテナふたは正しく
取り付けられていますか？

コンテナふたを閉め、コンテナ
を本体に正しく取り付けてくだ
さい。（4ページ）

運転途中に止まる 本体が熱くなっていませんか？ 当社テクニカルセンターにご連絡
ください。（8ページ）

粒度ダイヤルが
回らない

上部挽き刃は正しく取り付けられ
ていますか？

上部挽き刃を正しくホッパーに
取り付けてください。（3ページ）

コーヒー粉が
詰まる

深煎りなど油分が多い豆を FINE で
挽いていませんか？

粒度ダイヤルを COARSE（粗い）
の方へ回してください。

●  本体
●  ホッパー
●  上部挽き刃

水洗いできないもの

当社Webサイトで 
デロンギの製品を紹介しています。

その他デロンギ製品はこちら

［QRコード］

以下のURL、またはQR コードからご覧ください。

［URL］http://www.delonghi.co.jp/products


